
欠席委員意見 

【髙橋委員】 

○ 現在、あいちトップアスリートアカデミーの発掘・育成専門委員会の委員を

務めているが、競技力の向上を目指すのであれば、競技種目を増やしていくこ

とも検討していくべきである。 

○ 県民のスポーツ実施率について、計画策定時と比較して 10 ポイント程度上

昇しているが、年代別にみると 70 代、60 代の割合が高い一方で 40 代は低く、

世代により大きく偏りがあることに課題がある。 

○ 障害のある方のスポーツ実施率について、全国値と比べ大きく下回っている

ことに加え、「この１年間にスポーツは行わなかった」が 54.2％と非常に割合

が高く、スポーツ・レクリエーションの実施が困難な理由について分析する必

要があり、その原因に対してどのようにアプローチしていくべきかを検討すべ

きである。 

○ 次期計画は５年計画とのことであり、2024 年のパリオリンピック・パラリン

ピック（夏季）や 2026 年のミラノオリンピック・パラリンピック（冬季）、ア

ジア競技大会・アジアパラ競技大会等を見据えた計画とするのであれば、トッ

プアスリートの発掘・育成を通じた競技力の向上についても位置付けていくべ

きである。 

○ 策定委員会の議論については、論点を可能な限り絞った上で議論をしていく

べきではないか。 

【田中委員】 

○ グランパスでは「ホームタウン活動」として、県や市と連携し、様々な地域

貢献活動を実施している。ＳＤＧｓに向けた活動も実施しており、活動の詳細

については別紙にてご紹介させていただく。 

○ 小中学生の体力の低下、特に体力テストにおいて全国最下位が続いているこ

とを懸念している。その要因や、子どもの体力低下がどのような影響を及ぼす

のかについて検討することは、計画策定において重要であると考えている。 

  グランパスにおいては、中期計画（計画期間：2023 年から３カ年）を策定し

ており、その計画の中で、子どもの体力低下に対し、チームとして何か貢献で

きることはないかを検討しているところである。 

○ 人口減少や少子高齢化の進行に伴い、サポーターの母数も減少していくが、

今後人口のボリュームゾーンとなる前期高齢者（65 歳～74 歳）の方に対し、 
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サポーターとして来場していただけるよう、働きかけをしていきたいと考えて

いる。 

  また、グランパスではスポーツボランティアを募集しており、60 代の方に多

くご参加いただいているが、スポーツボランティアは健康寿命の延伸やコミュ

ニティづくりに大きく寄与するものと考えている。 

○ スポーツを「する」「みる」「ささえる」機会の充実に向けては、生活にある

程度ゆとりがあり、安定した社会の維持がのぞまれるが、フードドライブやパ

ソコン・衣料品のリサイクル活動など、ＳＤＧｓの実現に向けた取組を通して、

それに貢献していきたいと考えている。また、スポーツや、プロチームを通じ

た活動により、市民の方にＳＤＧｓをより身近に感じていただけているのでは

ないか。 

○ スポーツは、性別や年齢、国籍、障害の有無など、様々な垣根を越えて楽し

むことができるものである。その中でも、チームとして多文化共生に特に問題

意識があり、コロナ禍において外国人の孤立がより深刻化したのではないかと

考えている。 

そのため、地元の外国籍の子どもをボランティアや試合観戦に招待し、選手

や子ども同士との交流を促す取組を行ったが、非常に好評であり、今後も継続

していきたいと考えている。共生社会の実現に向け、スポーツの活用は非常に

効果的であると思う。 

○ ５ＧやＩｏＴ等の新技術を活用し、より多くの方に来場していただき、来場

した方が特別な観戦体験を共有できるような仕掛けも検討してまいりたい。 






